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名膏屋大学理学部物理学教室スタッフの公募

当物理学教室で下記の通 りスタッフを公暮 します｡希望者の応募 ,適任者の

推薦をお願い致 します｡り

1) ポス ト:助手又は教務員

人員 : 4名

2) 研 究 分 野

i)広い意味の原子核理論

ii)宇宙線一般

iii)宇宙物理の実験

iv)基鹿理論 (素粒子の統一理論 ,解析性及び対称性の理論 ,科学方法論

など )

5) 提 出 書 類

イ )応募の場合

o 履歴書 ○主要業績 tFス ト(ほかにできれば主な論文の別刷 り)

o今後の研究計画青

口 )推薦の場合

○推薦書 ○略歴

4) 公 募 締 切 :昭和 44年 1月 51日

5) 着 任 期 間 :昭和 44年 4月 を予定 しています‡り

6) 選 考 方 法･ :名古屋大学理学部物理学教室人事委員会で審査 し ,

物理学教室会議で決定致 します｡場合によって任期

がっ くことがあ ります‡= )

なお適任者が得 られなか った場合には ,決定を保留
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す ることがあ ります｡

7) 注 意 事 項

(イ) 研究分野 i)～iv)のどれに応募す るかをお書 き下 さい｡

(ロ) 応募書類在中の 旨を表記 して郵送 して下 さい｡

(-) 任期がついても良いか どうかを書 き添 えて下 さい｡

(ニ) 着任期間の希望 もお書 き下 さい｡

8) 宛 先 :名古屋市千種区不老町

名古屋大学理学部物理学教室

(郵便番号 )464 小林ひろ芙

辛) 前回の一･般公募 (和年 42年 12月 10日締切 )に応募 された方は ,特に

お 申 しこしのない限 り今回の公募 による当物理学教室,D応募者 リス トに載

せ させて頂 き ますO

･*) iv)については場合によっては 7月 1日発令 となるこ,とがあ りますL-,.

LJl<**) これ までの例で任期cj=)年限は ,助手 ,教務員では 2- 5年 (±1年 )ど

な ってお ります..,

名古屋大学 理学部物理学教室 主任 碓 井 恒 丸
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東京大学物性研究所の助教授公募の通知

下記 によ り助教授の公募をいた します｡適任者 の推薦 ,希望者の応募をお願

い します｡

1, 研究分野 および公募人員数

光物塵部門 助教授 1名 (教授には塩谷繁雄氏が在職中 )

当部門では ,∵光学的手段を用いて主 として固体物塵の実験的研究を行なう,

これに関 し意欲壕 もっ研究者を希望す る｡

2 . 公 募 締 切 昭和 45年 12月 25日(衣 )

5 . 提 出 書 類

. ..(甘 十 億鶴の場合

o 推薦∴番 (健康に開する所見を含む )

(コ 履歴寄 (略歴で結構です.)-

o 主 要 業 給 虹 J7h ト ..I( 出 来 れ ば重要な論文の別刷)
( 2 ) 了 応 二審 ･G iZ I, 場 合

○ 圭 履 歴 書

○ 業 績 リ ス ト ( 主 要 な 論 文 の別刷)
o 所 属 の 長 又 埠 指 導 教 授 等 の本人についての意見書(宛先へ直送)

L q ゝ ､ 健 康 診 断 所

4.∴ 宛 先 東 京 都 嘩 区六本木7丁目22番1号
東 額 大 学物性研究所 人事掛

電 話 (402)6254,6255,6258,
6259
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5.注 意 事 項

公募書類在中 ,又は意見書在中の旨を衰記 し書留で郵送のこと｡

6. 選 定 方 法

東京大学物性研究所教授会で審査決定いた します｡ただ し ,適任者 のない場

合は決定を保留いた します｡ ､

7. 備 考

なお ,外国におられる方でお心当 りの方がおられる場合はご連絡下 さるよう

お願い します｡

東 京 大 学 物 性 研 究 所 長

宅 静 雄
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東京大学物性研究所の助手公募の通知

下記 により助手の公募をいた します｡適任者の推薦 ,希望者の応募をお願い

いた します｡

(1) 研究室名及び公募人員数

理論第 1部門 助手 1名

現在 '教授 .芳野 蛮 ,助教授 吉森昭夫 ,助手 石井広湖 ,助手 隊

井明夫が在職中｡

(2) 研 究 分 野

固体物理の理論を専攻､し,金属竃子 ,磁塵などに関心のある人を望む｡

(5) 資 格

応募資格としては修士課程修了またはこれと同等以上の研究歴を持つ人

で必 らず Lも博士課程修了者に限 らない｡

(4) 任期は原則として5年 とする｡

(5) 公 募 締 切 昭和 44年 1月 51日 (金 )

(6)提 出 書 類

(イ) 推薦の場合 ■

o 推薦書 (健康に関する所見を含む )

? 履歴書 (略歴で結構です )

o 主要業績 リス ト(はかに出来れば主な論文の別刷 )

(早). 応募の場合

o 履歴書

o 業績 リス ト及び主な論文の別刷

o 所属の長または指導教授等の本人についての意見書 (宛先へ直送の
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こと )

○ 健康診断所

(7) 宛 先

(8) 注 意 事 項

(9) 選 定 方 法

東京都港区六本木 7丁目22番 1号

東京大学物性研究所 人事掛

電話 (402')6254,6255,6258,
6259

公募書類在中 ,または意見書在中の旨を表記 し ,

書留で郵送のこと｡

東京大学物性研究所教授会で審査決定いた しま

す｡ただ し ,､適任者､のない場合は決定を保留い

た します｡

東 京 大 学 ~物 療 研 究 所 長

'鈴 木 幸
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東 北 大 学 理 学 部 物 理 第 2学 科

威 ~ 芋 公 募

この度 ,当教室で助手 1名あるいは 2名公募す ることにな りま したので 自薦

ならびに他薦をお願 い します｡

1.~分 野 物性理論 ､(●担当教官 真 木 和 美 )

当研究室 としては超伝導 ,超流動で のゆ らぎの問題 ,渦糸の運動 ,8-d

相互作用等 のテ-アを研軍 してい るが ,多体問題勘削 IJ,のある人であれ ば

特に一専門i,こはこだわ らないo

2. 資 ′rJtナ

5. 着 任 時 期

4. 提 出 畜 類

5. 公 ▲募 締 切

6. 宛 先
-.

博士課程修 了予定者 あるいはそれ と同等 の研究歴 を

持つ人,二.

昭和 j{4年 4月壇 (2-- .5ケ月 前後す ることはさし

つか えない｡ )

し8

履歴書 (略歴で可 ) ,論文 リス ト(主要論文別刷 ),

研究計画｡

他薦の場合は推薦書｡̀

昭和 44年 1月 15日

仙台市片平丁

東北大学理学部物理第 2学科

平 原 栄 治
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九 州 大 学 理 学 部 物 理 学 教 室

助手 (物性理論 )･公募

下記 に より助手 1名公募いた します｡ 希望者 の御応募 ,適任者 の御推薦をお

願1､します.

野

切

類

分

締

書

究

募

出

研

公

提

1

2

Nj

4. そ の 他

5.書 類 の 送 り先

物性理論

昭和 44年 1月 15日

履歴書 ,も しあれば論文 リス ト(和文 ･欧文 ,で き

れば別刷をそえて ),その他に

a 御応募の場合 :研究歴 と研究上の抱負

b 勧推薦の場合 :推薦書

a 発令 はおそ くとも昭和 44年 4月 1日

b 物性理論関係には 森 肇 教授 ,川崎 恭治

都築 ･俊夫 各助教授 ,吉田 健 ･岡本 寿夫

各助手が在職中で ある｡今回の助手 は都築助教

授 と グループになって研究 .｡教育に携わ る予定

であるが ,必ず しもこだわ らない.｡

812 福岡市箱崎

九州大学理学部物理学教室

主任 磯 央 彰

(助手応募又は推薦 と朱書 )
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東京大学教養学部物理教室助手公募

下記 に.より助手を公募いた します.適任者の推薦 ,希望者の応募をお額い致

します｡

1. 分 野 と 人 員

2. 資 格

5. 提 出 書 類

4. 着 任 時 期

5. 〆

6. あ て 先

物鹿理論の助手 1名

1969年 5月末において大学院修士課程修了見

込 またはそれ以､上｡

履歴書 ,業績 リス ト,主要論文の別刷 ,推薦書

(他薦の場合 )0

1969年 4月 1日

1968年 12月末 日

東京都 目黒区勘場 5-8-1

束京大学教養学部物理学拳室

主任 金 沢 秀 夫
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UNIVERSITY OF MIAMIuLI
CORAL GABLES FLORIDA 55124

NoveLnber 14,1968

Di∫.ProfessorHideki Yukawa

Research Institute for

Fundamental Physics

Kyoto,Japan

Dear Professo.r′Yukawa:･

The Center for Theoretical Studies is continuing its

proqlram 'f6r･ptIStdoctoral theorists in the natural sciences･

Young scientists are afforded the opportunity of their

studies in association with the distirlguisbed visiting

member■S･in residence at･the Center.Areas of interest

illClljde.phy苧ics'biology,Chemistry and pure and applied

matheLnatics.Encouragement is given tO interdisciplinary

research,new or continuing.

ProspeCtive applicants who are interested in

appointmelltS for the aCadeLnic year 1989-70 are requested

to .comlluP.icat.＼er.with lne before January .15,19694The feH ows

will then be chosen by an interdisciplinary committee

purely on the basis ofmeritl.

They will receive stipends of $8,000.00 for nine months,

with the possibility of extensions for the slllⅣner Or the

foH owing acadeLhic year.

I would be most grateful to you if you would kindly

bring this announcement to the attention of outstanding

doctoral candidates or recellt recipients of the Ph.D.

degree.

Wi,th best regards,

-2ーd5-

Sincerelyyours
BehramKursunDirector

I/;tノ＼



物性研究

'68年度決算 ,及び ･69年度予算報告

(11967,10･-1.968,9.)

'68,11.21

決算 の部

本年度収入総額 は 1,517,.ー674円 ,支出総額 1,056,127円で ,

471,547円O-:)収入超過 となり ,次年度繰越金は 1,121,965円となる｡

収入は ,前年度か ら更にのびて 150万 円の大台に乗 ったが ,支出の方 も前

年 に引き続 いて 10)0万 円を越 えた｡

収入の項

〔1〕 表 〔韮〕及び 〔V〕か らも明 らかな如 く ,購読者数 の変動が殆 どな

いに もかかわ らず本年度に 150万 円の大 巾な収 入が あ った0吊ま ,'67

年度 内に当然入 るべ き収 入が ,事務交替等に よる請求の遅 れが ,本年

になり ,ようや く回収 に至 ったということであ り ,その締約そ 50万

円は ,主 として商社 ,横国会員等 の後払 いの講読者 であ るO これ によ

り ,本年度で ,その∴未払 いは完済 されたと考 える｡ したが って ,平年

度の会計ol収入は ,何 らかの事情 に供 う大 巾な変動 ,修 正をきた さな

い限 り 1･20万 円であ る｡

.〔2〕 預金利息が予算 より下 まわ った理由は ,満期 日到来 ol定期 を継続預

金 したことであ る｡

支出の頓

発行貢数毎 号平均 60頁 ,全休の支出を 98万 円と見込んだが ,結 果 は

10万円の支 出増にな り ,105.6万 円とな ったO

(1巨 印刷費は .,定数が毎号平均 L78貢 とな り ,当初 の予算 より10万 円ほ

ど支 出増 とな った ｡

(21編集費は ,原稿料 ol部分で増 え ,予昇 を5万円ほど越 えたo Lか しこ

れによ って 78頁平均の頁数が実現.したとみ られ る｡
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(51 送料 も ,本会年度にな って学術定期刊行物の認可が下 ()たとや_,ラ.もの

の ,増長 によ って一冊当 りの送料の単価は噛 え ,予算の時よ.リも6万円

程 度増 k.たo

(4) 事務 費は ,予動 二組 んだ封筒作成の貨嵐が ,本年度内に作 る必要がな

か ったため ,殆 ど出資をみなか った｡ したが って ,この部分の予算が(2)

及び(5傾 の支出増加-充当 された ,とみ ることもできるD

全体 として見れば ,本年度収入は大 雨 ニO-:･.)び たが ‥出方支出も ,頁 数0_-増加

に√よ･つて増加 した｡ しか し ,平年度収入･120万 帽に対 し ,支出 10･0万円 と

いう疎は ,巌 も望 ましい財政状態 ではないか と思われ ます ｡

予算 の部

収 入の項

先に決算o凋 iで記述の如 く ,12(]万円が物性研究針平均的 な毎会計年度

の収 入であ るO わずかに それが 122万 と増加 した0日ま ,前年度定魂預金の

利息が本年にLrJ]るためであ り ,その′勉において審 筆すべ きことはないO

支 出(,Tリ頁

'･68年藍は ,毎号乎l均 ア8罵:と堰責になり.,これまでの薄平な汚名を-挙

に挽回 した感がある｡

本年鮭は それを基礎 に 80頁 平均 として予算 を組んだO こOl責数の稚侍の

ため編集費で 5万 円 ,他方事務留で 5万 円 ,計 10万円支出増が予想されな

くは ないが ,予算はその点 を抜 いて組 んだO支出総計は 98万円とな り24

万 円の収入超過 (巣字) とな るO

か りに上記の10万 円考慮 して予算 を組んだ場合で も ,全体.と して 14万

円の黒字になり ,毎号 80貞平均 の出版 を維 持 しなが ら ,なお ,これ までの

線越金 を考 えな くても ,不則の事態に対処できるもの と考える｡

'70年度繰越金は ,126万円乃至1 56万 となる.

以上の ように物性研究 o_)次年度 練越金は 100万 円の大台に載 ったわけで ,

物価高の折か ら珍 しい ことです ｡ しか し判 ります ように大 巾な繰越金の伸びは
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む しろ67年度に当然 入 るべ き収 入が た また ま68年 度分 として計上 された一

時的現象で ,支出 も平均点数 の増 加に,つれて増加 しそお り印刷所 より単価 の引

上げ要 求 もいづ れ出て くると考 えられ楽観は 出来 ■ま壱んムですか ら繰越金 を預

金に して利子をかせぎ じ っくり将来の支出増に対処す ることも十分意味 あ ると

思われ ます し ,値 下げ と云 うことは一寸考 えられ ません. た ゞし本年一事創刊 5

周年に当 ることで もあ り皆様の御支援が頂け るよ うなむ しろ前 向きの形 で積立

金の購読者-の還元 を考 えたい と思 ってい ます . この予算 としては一応50万

円を予定 してい ます ｡ 是非触意 見をお寄せ下 さい ,議案 と して御参考 までに編

集委員会に出たものな どを列挙 します と次 O,通 りです o

1)物性研究 室適 の シンポLyクム宜 行 な う '1)

2)reportr 制度 1･2)

5)若手援助を兼 ねて夏 Ljj学校0_)講義 ノー トを掲載す る

書1) テ ーマとしては基研 ,物性研 などでは余 り取上げ られ なか ったも0_'で物

性研究甘一読者QLtJf謁JL､O-)深い も釘を考 える O

例 えば

l)物性物理に残 された ノーベル賞級01仕撃は何か ｡

2)数学におけ る ヒル ベル トか 問 題 に対応す るもOlは物性物理では何か ｡

5) 物性物理におけ る情報伝達 cl方法はいかに あ るべ きか

4)電子計算機 Ul発達は物性物 理 0-'研究 に果 して有益か

と云 うようなも01を取 上げ ,具体的には物 理学 会年会叉は分科会等 ol折に適

当な講師を招いて会を開 くとか ,活蘭 な意 見ol持主 を公暮 して旅費支持で例 え

ば基研 で桝 くとか考 えられ ま,lo

･t2) 基研以外の 場所で聞か れ る研究 会に レポータ ーを派遣 して旅 費 ,滞在費

等 支給)∴ 研究会報 告を作 成 して もらうとい うことを考 えてい ます ｡ 公募

制度に し ,普段研究会に出席す るチ ャンスの少い地方 の人達 を優遇 したい

と考 えてい ます｡
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〔地方編集員から京都編集員- 了

｢物性研究 の企画に対する提案｣

物性研究 の.お金がか な りあ ま ってい る ,とい うことと酪連 させてい た il',いて

もそ うで な くて も結構ですが ,物性研 究 者の中Lの庵 導 的人物が ,'どうい う動機

でそ うい うことを研究す るようにな らたか /そ の歴史 的変せ ん及び物性 物 理に

対す る考 え方 ,などをテ ーマと して とりあげては如何で しょうが ｡ ∵たと▲ぇぼ個~

人的 な話 で大変恐縮ですが ,私 に と っては松 田博観光 ′主が ど うい う動機 で

vandonl 系 (,7_.)しか も深刻 な請に興喋 を もたれ る ように な った(I,か ,それは イJ

ギ リスにお られた項 rj1ことか ,それか らも うー 寸 さか0:l'ぼ って ,学隻で あ られ

た頃 どうい う講義に感 銘 を うけ られて ,それが現在 α1研究 とど うい う底 に結 び

ついて いるのか ･･･等 々0､ことに非嵩 な週 刊誌的興味が あ りますOた ゞL ac-

tlVe な研究者01平 均年 令 (45-48位 ?)か らい って 一,｢私.0-､歩んで き

た道上 とい,う よ うな 自伝的 article をか くこ車には皆様難色をお示 しにな

ることで しょ うか ら ,それはム リで し声う▲oそ れで例 えば座談形式 とや -,イ㌢

ダー ビュー形式又は ア ンケ ー ト形式 でや っては如 何で しょうか ｡二インタ- ビ ュ

弓 杉･式 と しては ｢思想Ul科学｣､が最近毎月号01:,巻 末にOlせてい る続 きもOlが う

まいや り方では ないか と思 わ れ ます O ア ンケ ー ト形式 には ｢自然｣J､｢ポス ト｣

凋 もう少 し くわ しく ,い ろんな質 問をもキけ るとい ･ylことそo_.1他 が考 えられ る

で しょうO芙 さいには アンケ ー トでや って ,そ/ilを編 集 してあたか も interト

vewerが行 って請 をきいたか つ こ うにす 考10､も丁法か と思い ます O=

発想がい さゝか週刊誌的か も しれ ませ んが ,仕草 と して表にあ らわ れたもの

は も車よ り ,一人一 人0､研 究者 のイ柳生やその脳 の楽屋 裏 の話 もお互に ,又 若い

人たちに と って も有益 な0､ではないで しょぅか O 私が東屋裏 を知 りたい人物 と

しては さきにあげ た船 出教授 をは じめ ,寺本 ,戸 田の両先生 ,松原 ,l久 保 ,中

島 ,森 ,碓 井 ,桂 の諸先生 ,と くに変 った仕事 を してい る方 々が あげ られ ます ｡

勝手 なこ とを 申 しあげて恐 縮です｡ どうか気 に入 らなか った らこの黄 色い紙

刀 ミク ズバ コに ポイして Fさい ｡

J.H. (北大地方編集員)
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〔 東 大 か ら の 連 終 〕
I

明日にでも大学が封蝕 されれば通信は途絶 えます O'11月■21日 (大 畠)
J r
プ レ プ リン ト案 内

〔東北大 ‥工.応物 .桂 〕

o Sphericalmodelas the limi tof infinite spin a】imens.)/ona-

lity. (托 E,Stan王ey)

oPhase transition in the two-dimensional/Heisenberg

ferromagnet. (Ⅴ.Mubayiand栄.V.Lange)

o Slatcrmodelby the transfermatrix formulation.

(E.H.Lieb)

〔東北 大｡工.応理..守出〕

oGeneralized Ornstein-ZernikeAf)PTOaCh to Critical

phenomena･(to appear,in J.弛ath.､Phys.) 0,i..S.GrAeer])

〔東北 大.工 .応理 .広 地〕.

o Rf)eCtrum Of lightdoubly scattered by an opalescent fluid,

(R.A.Farrell)

0 lntroducti,on to the generaltheory of thermodynamic

fluctuations. (A.A.Farreli)

〔東北 大｡工.応理.守 出〕

0AsymPtOticForms forCorrelation Functions_

(G.L. JofleS and↓VJP.Coletta)

o PairDistribution Function fo.r FluidHard Spheres.

(R.0. .Walttls 細 d.D.Helnderson)

〔乗大久保研〕 .

oCriticalFluctuations in BaTi95

(Y.Yamada,G_Shirane andA.Linz)
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･峨 ''

o Decay ofCorrelation in LinearSystems

(叱 E.Fisher and B.Widom)

0Criticaland SpinWave Scattering ofNeutrons from iron

(L.PasseH ,G.Shiranle;M..F.CoIL'lins,Ⅴ.J.Minkiewicz and

R.対athans)

･J Correlations at ,the CriticalPoin･tof the rsingModel

(M.I.Buckingham and J.D.Gunton)

oAI】Omalousi3ehavior ofSotind near the CuriePoints

(KensukeTailiand NaoyukiTsuda)

o ThermalConductivity oイ SrTiO5･KTaO5 and BaTiO5

(M-akotoTakemura andKensukeTani)

o 1)vnamic CriticalPhenomeIla inMagnetic Systems

(比 MoriandH.Okamoto)

･jThe()ry of theTuhnelirl_g Spectroscopy ofCollective

Excitatiop. (A.J.Bennett,C.B..Duke and S.i).Silverstein)

oThe lsingModel.;FieldTheoretic aIld Functir)nal integral

Aspects (EugeneHelfand)

J OilSpin-waveJm()des intCouplcd FerromagneticFilms

(GbHeber)

E:'EinfiuP v(HlFe5 Aト Insel;n in FerAトSystemen 己utdie

magnetischeStreuung langsamerNelitrOnen (K.Elk)

o Correlation Functions and Green Functions:Zero

FrequcncyAnomalies (GaryL.Lucas and Gerald.Horwitz)

oCriticalPhenomena ofFerromagnetic FermiLiquid

(Takeo Izuyama)

o Energy Spectrum of the∴Excitations in Liquid Helium II

(S.Sunakawa,S,Yamasakia√ndT.Xebukawa)

o Note on the RotationalStates in Large Single j-Shell

(A.Arima)

o Neutron Scattering andNature of the SoftOpticalPhonon

in SrTiO5 (Y･Yamada a-nd･G･Shirane)
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oLatticeDynarnicalStudy ofthe 110 oA PhaseTransition

inSrTiO5 (G･Shirane andY･Yamada)

〔日大.理工 〕

oOuantumMechanicalEquation ofState ofaHard-SphereGas
(

atHighTemperature. (A.Jancovici)

oStudioPreiiminaredeltaStlperficiediFermidelBismuto

MedianteL7 Effettode壬iaas-VanAIDhen.

(E.P.Balsamo,F.Lucari,N.SacchettiandG.Sanna)

〔東北大.工.応物 .種〕

0CriticalBehaviorofSeveralLatticeModelswithLong

Rallge interaction. (Mark KacandColillJ.Thompson)

oAsymptotic王うehaviorofToeplitzMatricesandDeterminafitS.

(RobertE｡il-iartwig l･1ndMichaelE.Fisher)

oOn theCriticalBehavioroftJllantumMechanicalhreiscnberg

Ferr｡- andAntiferr()magnets. (Ei.E.Stanley)

oRelatio_n among lsing,fleisenberg,andSphericalM｡dels:

Pl･Operties ofls('tropically｣ nteract.i王lg SpinsofArbitrary

DirT〕enSionality (H･E･Stanle]y)

oCritical Indices foraS.JStem OfSpill'SofArbitrary

Dimensionality Situatedon aⅠ一atticeofArbitrary

Dimensionality (H.E,Stanley

o CriticalPhenomena 即.E.Stanley)

o Spheri,:aii"dodelas theLimitof infiniteSpin

DilnenSionality. (H.E｡ Stanley

oTheDynamicsoftheHeisenbergFerromagnetatLow

Temperatures. (RichardSilberglitt)

oEnergyWidthofSpinWaves in theHeisenbergFerromagnet.-

(A.BrooksHarris)

OAspectsofEquilibrium CriticalPhenomena.
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郎ichaelE.Fisher)

〔京 大理 .松原研〕

o CriticalProperties of theXYModel.

(D.D.Be'tts,M.H.Lee:)

oOn the Self-consistentFieldApproximation._(P.L Leath)

o lmpurity Conduction in Cadmium Sulfide at･Low

Temperaturesニー (S.Toyotomi,汰.Ivlrorigaki)

ODynamic'Yie'lding ofMetalls and Alloys･

(T.Suzuki,T.Ichii:)

a Theorems on the lsingModelwithGeneral$1-)in and Phase

Transitiorl. (M.StlZuki)･

･)On rheMethod ofAh()malousGreen Functions in t.he牧ondo

Problem zltZer()Temperarure. (SadaoNakajima)

oiLAagilCtic and Transport'Proper七･ies o･f･Fe lmr,1ユrities in Rh

l'昌chR-A-Pd {-1111oys･ (主iiros恒 Na銅 Sa甲a)≡

o ij;ffect(}fPres･S･けre ｡n the･h,nightShift in V51 aridβ融 n55

や､毎tai'S･ (B･OkaiI,Y.Onoda;S･lVILinourとl,S..桝akarqura)

･jTheore･nlS On the lsingModelwith･GeneraiSpiす1.日.

(ittvJi.SuzukH

o Gal-van()magnetic E-ffect in TICl.

(Y.it･,laki'ta,K.Koba･yashi,耽 Ka王Iada,T.Kawt-･li)

o Zeeman EffectofPhos.phol･esicehce･IH･Theor.y of.Phot｡-

selectior】forZeeman'LISplitPhospLhorescence,.

(T.Azt血工S.一Nagakura)

o Electron Interaction-LEE-･fects∴On the SoftX-ray Emission

Sp.ectrum -'ofMetムIs･Ⅰ･ (Pietre Lon･ge,Arnold LG.lick)

o SimpleMicros-coロicTheiory ･of'surfacepPlasmo里 ･

(Peter I.Ferbelman)I

oOpticalPhononsinSolid壬iydrogen･andDueleriurn 享In.the

Ordered'S鳥 Ite二 (耽 ･N.王もrdy,iF.Kiump,0..Scilrlep.p)
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編 集 後 記

今年 の物性研究は ,一 時のやせ お とろ えたよ うな薄 い号 と適 って ･..-& に肉

付 きの よい立派に見 える号が 多か ったo'この ように比較 的厚 い 号を.重 ねなが ら ,

基槽 t,ンポU ユクム0)折に松 的先 生か らも報 告 され た よ うに , ′もうか る物性

研究 ,にな ってい るのは ,特に熱 心な編 集委員が苦 労 され てい るためで ,頭が

下が る思い で あ る,

然 し ;物性研究の呆 してい る役 割は向 か と自問自答 して 見 ると ,ナ イーブな

谷が容易 に見つけ られ ない｡多 くの研 究会や尊 間雑 誌が あふれ ,又 ,解 説 も含

んだ沢 山の 商業 ベ ースaI'権誌が並 んでい ると ,それ らか ら鋤 きたい も隼 ,読み

たい ものを消化す るだけで も時計 の ように休む ことが 出来 ないであろ うO そ し

て ,それ ら01鞄で なお充 た されぬ 隙間 を見つけて刊行 されてい る0ニーが物性研 究

であ ろ うか ?編集委員 と して ,これでは反逆 罪に 問われ るOlでは ない か と思 い ,

色 々考 えて い るうちに .次 O､ような解答 らしい もo'を導 き出す ことが 出来 たO

(1) 研究論 文 (研究 会報 告)や 論議録 について のプ レプ リン トを重科で配布

してい る と考 えられ るO前者は尋 問雑誌に現わ れ るであ ろ うし ,後 者は商業 雑

誌0-1解説や単行本にやがて現われ るであろ うことを期待す ると ,両者共何 らか

(71意味で プ レプ リン トと見 なせ る｡

(2)研究についてuTl方法論 的な問題 ,研 究熊制に出係 した 問題 につい て も つ

と積極 的に投稿 を求 め る｡ これ らは現 在ol世間(ブ､状 態 と考 え合わせて ,研究 oLl

能率 を高めて行 く上で 大変 壷宴 な こ･とであ ろう｡

(5)プ ラス ･アル フ ァ O これは上記以外 01記事O

これ らの事柄は ,他 の とOlような雑誌 も まねす ることが 出来 ないで あろ う｡

(1匿 的係 して ,物性研究 は速 報で あ るとい うことが 云わ れて きたO速報 で あ る

ことは聞達 い ないだろ うが ,長い 論文に 出 くわ した時 ,筆 者 のよ うに顔 の よ く

ない者に と って '何が どのよ うな近 似で扱われ ,どれ だけ01ことが云 えた01か

?′ と云 うことが歳後迄読 んでみ ない と判 らない仕組みに な ってい るものが多

いOプ レプ リン トで も始めに Synopsisが あ る し ,それ を設け ると史に読 み手

a"l能率が あが るのでは ないで あろ うか - も し ,論文が読 ませ るため にあ るのな

ら｡
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(2)の問題は ,大は国家予算 と尉適 した問題か ら ,小は個人の研究方法の問題

まで種 々あるであろ うか ,筆者に も最近教室 の態制 問題 にか らんで ,相当な時

間 を資やす威 目にあ る｡叉 ,今 日安泰で あ るか らと云 って ,明 日は どうな るの

か も知 れない と云 う問題 のあ る処 もあ るであろ うo若 し ,各教室や研 究所の古

参 の方 々か ら ,各地の歴史的な発展 も含めて ,現在 どo_1よ うな道営が されてい

るか紹介 して頂け たらと考 えてい ます 0 時に ,数だけ をたよりに した民 主的に

見 える形態で商足 した り ,極 端に秘密主義C1教授会 だけで安泰 を触 ってい るだ

けで な く ,ど0.-ような形が研究 ,運 営の両面か ら云 って ,責に能率 o_lよい制度

か と云 うことを却 る手謝 りが慮 られれば .研究上 も大変有益では ないで しょう

か ?

性 研 究

第 巻 第 号

1968年12月2〔〕臼発行

発行人 松 田 博 嗣

京 都 市 左 京 区 北 白 川

京 都大 学 基 礎 物 理 学 研 究所

印刷所 昭 和 堂 印 刷 所

京都市上京区上長者町通室町酉入

TFIL京都 (441)1659番

発行所 物 性 研 究 刊 行 会

京 都 市 左 京 区 間 崎 徳 成 町 11

有限会社 双 美 社 内
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プログレスに投稿する方へお願い

最近按稿数が多 くなっておりますが､中には鉛筆やペンで訂正したままのものなど,印刷所-渡 したら誤植の

多い初校ゲラ刷ができ上って(ると予想される原稿もあります.最初に,ぢ般稿'd)換及ti-訂正原稿をお送りになる

際に鞄に注意していただきたいことをいくっか上げてみます｡

I. 絹紙
〉ヽ′ヽノヽ/ヽ

正副二通の中 正の方は必ず白い上質の紙をお使い下 さい｡次の紙がすき通ってみえるonimSkinでは読

みに(いことはご存じと思います｡ レフェリーーや植字工や校正者が迷惑します｡

2･清書
}ヽ′ヽ′}ヘハ

訂正した原稿はタイプで清春しなおしてからご摸稿願いますO

きれいに縛脅したものと､してないものとでは誤植の数が相当に違います｡汚い原稿はレフェリー.印刷

所,校正者にも迷惑をかけ時間のロスを多くします｡あまりひどい時は清春しなおしていただくこともあり

ます｡

3･澄ま溺患
イ)必ず下言己の記号で活字を指定してください｡

立休.Irr イタタック :′(､＼又は ～

英花文字 :英花 ゴチック :≡:= 又は ､.㌣＼

ギリシ憾 字 :ギ 下ツキ上ソキ .' ∧ V
鹿意〕①ギ yuヤ字の指定はローマ字とまざらわしいものにのみ指定すること｡α,T,6,〟 ,〟,x･

aIなど､①あまり過度の活字指定は目がチラチラして見難くなります｡その場合は記号を決めて以下同じ

として下 さい｡

胸 〕義 ｡(恕 卿 .御 首
ロ)立体にするぺ 奉もの

a) sin'cos,tan,cot,cosec.Tr,Sp,h.arg,ln,log,lim,grad,div,eV.A,min,atm.

kcal,∑(和)･n(積)Iesp(eとすればイタリック)など｡

b)言葉を略したものでまだ記号化されていないもの｡例えば TotaI,el.exなどのような suffix｡

C)化学記号

陸 意〕本文中の記号は指定がなければ立体になるから､イタリックの指定を .本文から独立した式は指

定しなくてもイタリックになるから､立休 にすべき文字には立体の記号を入れること｡

)̂区別し粘い文字に対する活字指定

a) タイプで打った場合

イチとエ)lL'､ ゼロとオー､ 上ツキゼロとdegreesi節1,カタルとエックス､ アポス トロフィ･p･と

プライム

b)手番きの場合 (喝に大文字､小文字の区別がわかり難い)

ゼロと大文字オーと小文字オー､ イチと絶対値の記号

C.W.K.P,S,V,Ⅹ,Z,H.の大文字 と小文字

⇒ 上ツキと下ツキ

上ツキの上ツキや下ツキ､下ツキの上ツキや下ツキのように､二重にするのは避けて､他の表現を使って

下さい｡操作するのに大変手間がかかります｡

ホ)図や衣にも活字指定することを忘れないで下 さい｡

4.図はオリ汐ナ りください｡

以上の他に､こまかいことについては､以前に刊行会から出した ｢:投稿の手引｣､物理学会の ｢投稿の手引｣

P妙S.Rev の鳩mualを参牌してください｡

理 論 物 理 学 刊 行 会



SUPPLErh,fENT oftheProgressofTheoreticalPhysics

No.42 ｢核 力 II｣特 集 号 案 内
NucユearForces.‡工

この核力についての特集号は.先に SupplemenもNo.39口寸uclearForces in

DynamicalRegionJ と して刊行 された特集号の続審で あb､近距離におけ る核力の研

究についての現状 を､日本におけ る研究に立脚 しなが ら､綜合報告 としてまとめたもので

す ｡ 内容は ､高エネルギ-核子⊥核子散乱の解析 によって,中心部 (core region)の核

力が どこまで明かにきれたかについて書かれた部分 と､至近距離にある強い斥力､所謂

hard coreの起源に関す るレユくつかの試みについて書かれた部分 とか らなっています.

これ らの開襟は､筒今後の研究課題 ですが､現時点で得 られた成果 と問題点が解説されて

い るこの特集号は､今後の研究にとって貴重な参考文献 となると思われます ｡

Conl,ents

Part II･NuclearF'orces in CoreReglOn.

Chapter 6･High-E°e,rgyNucleon-Nucleon Scattering

-･-･-･･--･NorioHoshiZlaki

Chapter7.On‡ヨepuユsiveCoreOfNucユearForces･･･Shoichiro Otsuki

AppendixFormalism ofNucleon-Nucleon Scattering-･NorioHoshizakl

包TTata:Supplement No･39(1967〕,Chapter3andChapter4

販価 公費払 首8()0･- 私費払 首500･- (私費払 の方は振替又は現金寄留に よる前払

にてど注文 ください o 〕

発行 12月 25日

606京都市左京区北 白川

京都大学落川記念館内 理論物理学刊行会
TEL(075)771- 8日](内線,517】)
振替貯金口座 京都 3977番

--･･--･･-･-･･-.･･･- 切 - - ･ ･ ･ - ･ ･ ･ - - ･取 -････-･ ･･,-･･-線--.･- ------･-- -････

註 文

SupplemenもNo.

氏 名

送 本 先

所属機関名

送金額 金

年 月 日

部

円



r>

購 吉元規 定

イ国人購 言売

1､ 会 費 当 会 の 会 費 は 前 納 制 を と っ て い ま す ｡ し た が っ て

3月 末 ま で に な る だ け (】年 間 分 会 費 を御 支 払 い下 さ い O

な お 新 規 購 読 の場 合 は下 記 の 会 費 以 外 に 入 会 金 と して ､

10 0 円 お 支 払 い下 さ い｡

※ l年 間 の 会 費

1stvolume 9 60 P](

2nd vdlume 9 6 0 円

言十 1 ,92 0 円

(1年 分 ま とめ て お 支 払 い が 困 難 の 向 き はlvolull℃ 分 ず

つ で も結 構 で す｡)

2. 支 払 い の 際 の 注 意 :な るべ く振 替 用 紙 を御 利 周 の ｣二御 納 入 下

さ い｡

な お 通 信 車閥に送 金 内 容 をJ必 ず 明 言己して下 さ い D

3. 雑 誌 購 言売者 以 外 の 代 理 人 が 購:言売料 を送 金 さ れ る場 合 ､ 必 ず 講

読 者 本 人 の 名 前 を 明 言己して下 さ い｡

4 . 誌 代 の 支 払 遅 滞 の 壕 合 :当 会 の 原 則 と して は ､ 正 当 な理 由 な

`く 2Vol.以 _との 言志代 を滞 糸内さ れ た場 合 には ､送 本 をイ亭止 す る こ

とに な っ て い ます の で経口留 意 下 さ い｡

5. -一括 送 本 を受 け る場 ノ含 :イ国人 購 言売中 に大 学 等 で 一 括 酉己布 を′受

け る様 に な っ た場 合 は ､ 必 ず ｢個 人 購 読 中 止 ､ -一括 配 布 希 望 ｣

の 適 某ロを して下 さ い｡ 逆 の場 合･も同 様 で す ｡

6. 送 本 先 変 更 の場 合 :住 所 ､ 勤 務 先 の 変 更 等 送 本 先 が 変 っ た場

合 は ､ 必 ず 送 本 先 変 更 届 を提 出 して下 さ い｡

学 校 ､石井究 所 等 機三関 購 言売

1. 会 費 :学 校 ･研 究 所 等 で の､購 読 及 び個 人 で あ っ て も 公 費 払 い

の と き は機 関 会 員 とみ な し､ 代 金 は ､ 1Vol.1,800円 で す

こ の 場 合 ､ 入 会 金 は不 要 で す O 学 校 ､ 研 究 所 の 会 費 の 支 払 い は

後 払 い で も結構 で す｡ しか し購 読 申 込 み を され る時 に支 払 い に

必 要 な 請 求 見 積 ､ 納 品 書 各何 通 必 要 な の か をお 知 らせ 下 さ い ｡

な お ､ 当 会 の 請 求 書 類 で は 支 払 い が で き な い様 で した ら､ 貴 校

貴 石汗究 機 関 の 請 求 書 類 を送 付 して下 さ い｡

2･ 送 本 中 止 の 場 合 の 連 絡 :発 行 途 上 に あ る volume の 購 読 途 中

中 止 は認 め られ ませ んO 購 読 中 止 さ れ る場 合 に は ､ 1ケ 月 前 ぐ

ら い に 中 止 時 期 を 明 記 し て ｢購 言売中 止 届 ｣を送 付 して 下 さ い｡



2年 11月 14 欝四種郵便物認可

43年12月20日発行 (毎月1回20日発行)

研 究 第 11巻 欝 3号

0 90度交換相互作用 (2)

級

新

1- 3 (12月号 ) 目 次

持田 潔-



2年 11月 14 欝四種郵便物認可

43年12月20日発行 (毎月1回20日発行)

研 究 第 11巻 欝 3号

0 90度交換相互作用 (2)

級

新

1- 3 (12月号 ) 目 次

持田 潔-


	KJ00004748356
	KJ00004748357
	KJ00004748358
	KJ00004748366
	KJ00004748367
	KJ00004748368
	KJ00004748369
	KJ00004748370
	KJ00004748371
	KJ00004748372
	KJ00004748373
	KJ00004748374
	KJ00004748375
	KJ00004748376
	KJ00004748377
	KJ00004748378
	KJ00004748379
	KJ00004748380
	KJ00004748381
	KJ00004748382
	KJ00004748383

